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要因も加わって，コレアが権限を強化していくことにつながった。2013 年 2 月 17 日に再選されたコレア






















の Buen vivir の概念など）と相いれない恐れがある。
第 3 にコレアの国際性が挙げられる。対米外交や対国際金融機関の諸政策では，脱ネオリベラリズムや
自立路線を貫き，域内左派政権との間で米州ボリバル同盟や南米諸国連合（UNASUR）に代表される地域
連帯を進めてきた。これらの実績でコレアはかなりの点数を稼いだといえる。それは小国エクアドルが生
き延びる手段でもあろう。米州ではチャベスを中心とするゆるやかなネットワークが築かれ，コレアはベ
ネズエラとの関係緊密化に細心の注意を払ってきた。
チャベス後のコレア政権はどのような姿勢を続けていくのだろうか。既成政党と議会への対応，度重な
る選挙や国民投票，支持者や敵対者との関係において，チャベスなどの先例から戦略や教訓を学び，国政
のかじ取りを進めてきたコレア。チャベス政権と同様に大統領個人への依存が著しいコレア政権は，市民
社会に足場を欠き，組織的な支持基盤がぜい弱である。もっとも，現状では対抗勢力が勢いをもたないため，
しばらくは政権を揺るがす勢力は現われにくいであろう。いずれにしても，2017 年までの残りの任期にお
いて，チャベスのように強大な権力を背景に連続再選への道を模索するのか，あるいは後継者の養成に備
えるのか，コレアの前途にはいくつかの道が示されているようだ。
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